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表紙のことば 伸光金属工業株式会社　山口　勝博

『秋彩にタワー』
休日の早朝、山下公園へ散歩に出かけました。

銀杏や欅もすっかり色づき、肌寒くなった季節の中、快晴の空にスチ

ールの輝き。港を見つめ守ってきたマリンタワーがそびえ立っています。

1961年建設。現在、改修中で2022年に再開。また、秋晴れの空の上に

同じ風景を見せてくれるでしょう。
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▶民間企業や官公庁で不祥事が生じたと仮定す
る。その場合、当該者は間髪を入れずに記者会
見を開き、マイクを握り締めた責任者が眼下の
分厚い資料に目を落としながら記者の容赦無い
詰問に苦渋の表情で辿々しく答え、挙げ句には
「世間をお騒がせしました」と深々と頭を垂れ、
その姿に無数のフラッシュが一斉に焚かれる。当
該者は糾弾され、社会的・道義的或いは経営上
の責任を追及されるのが常だが、丁度、佳境を
迎えて居る米国の大統領選挙の報道に接するに
付け私は、自らの所業を全く反省しない況してや
責任も取らない業種が罷り通って居る能天気な
実状に想いを巡らす。他でも無い。報道する側
の主体で有るマスコミ（取り分け新聞）の事だ。
▶読者の皆様には是非とも4年前の大統領選挙
を思い起こして頂きたい。私の記憶では日本の
大半のマスコミは二大政党の一方の優勢を連日
のように伝えたが、実はこの傾向は日本のみなら
ず、当の当事者で有る米国内の新聞の報道も同
様だった。記憶に自信の無い私は近所の図書館
で 4年前の新聞報道を調べ、その結果、私の記
憶が意外と正確で有る事に確信を持ったのだが、
然しそのような報道に取り囲まれた米国人が結
局、誰を大統領に選んだか。ここで改めて記す
迄も無い。新聞は民意の動向を見過まった。敢

えて製造業に喩えるならばこれは市場に出回っ
た不良品に相当するのでは無いか、などと私は
考える。
▶新聞のみならず学識経験者の大半もその政党
を優位に分析する中に有って、NHK出身のＫ
氏だけが例外的に相対抗するもう一方の政党が
優勢との論陣を張った。テレビの報道番組で殆
んど孤軍奮闘の観を帯びたＫ氏は反対者の主張
を意に介さず「選挙期間中の大半を私は米国内
で過ごした」「私は特別の情報源を持って居な
い」「米国内に住んで居れば実状は容易に肌で
感じる事が出来る」「私はマスコミの分析に疑
問を覚える」
▶今回の選挙に関してＫ氏は連日のようにテレ
ビを中心としたマスコミで引っ張り蛸で有る。
それはそうだろう、4年前のＫ氏の分析が正し
かった事をテレビ会社や視聴者が鮮明に記憶し
て居るからで有る。即ちテレビが異なる意見を
同時に闘わすリアルタイムの機能を特長とする
媒体で有るのに対し、新聞は異なる意見を紙面
上で同時に闘わせる事を前提としない媒体で有
り、それが為に新聞は勢い一方的に、動もすれ
ば独善に陥り易い、と感じるのは私だけでは無
い筈だ。テレビ会社は今回もＫ氏を重用して居
るものの決してその理由を明言こそしないが、
私が想像するにテレビ会社は 4年前の報道を振
り返ったので有る。反省したので有る。翻って
もう一方の雄で有る新聞はどうか。間も無く明
らかに成る米国民の民意に私は尽きぬ関心を抱
いて居る。
▶ご安全に。
 （広報部会　浜田　裕貴）
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